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結

扇突のない台湾との間に待望の橋がかかった。

5月3日、鹿谷郷との友好都市提携は、身にあまる歓迎の中で末長い

親善を誓って調印。

本村は、未知への肴望に胸を膨らませ、これからの突流に向けて今、

飛び立とうとしている。(関連2---3ページ〉
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「
圏
際
化
に
対
応
で
き
る
人
づ
く
り
」
の
実
践

の
場
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
、
中
華
民
国
台
湾

省
南
投
県
鹿
〈
〈
ロ
郷
と
の
友
好
都
市
提
携
が
、
こ
の

た
び
現
地
に
お
い
て
調
印
さ
れ
ま
し
た
。
調
印
式

に
は
、
本
村
か
ら
日
華
親
善
友
好
都
市
提
携
推
進
'

協
議
会
(
会
長
・
車
田
村
長
)
一
行
十
五
名
が
出

席
。
現
地
鹿
(
〈
口
郷
の
熱
烈
な
歓
迎
に
答
え
て
、
両

村
発
展
の
た
め
、
積
極
的
に
支
流
を
推
進
す
る
こ

と
を
固
く
約
束
し
ま
し
た
。

心
温
ま
る
歓

迎

今
回
の
訪
華
団
に
は
、
仲
人
役
と

な
っ
た
日
華
関
西
協
会
理
事
長
の
名

倉
康
修
氏
も
同
行
さ
れ
、
合
せ
て
十

ウ

鹿
谷
郷
は
、
海
抜
一
、

0
0
0
メ

ー
ト
ル
を
越
す
山
間
地
で
あ
り
な
が

ら
地
形
を
活
用
し
た
烏
龍
茶
の
産
地

と
し
て
有
名
で
す
。
特
に
、
一
年
を
通

じ
て
)
温
和
な
気
候
で
生
産
さ
れ
る

「
凍
項
茶
L

を
、
高
級
烏
龍
茶
の
世

界

一
の
産
地
と
し
て
、
生
産
向
上
を

目
指
す
勤
勉
さ
に
は
、
大
変
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
c

ま
た
、
教
育
の
熱
心
さ
に
も
目
を

六
人
が
現
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

調
印
に
先
立
ち
、
鹿
谷
郷
出
身
の

林
洋
港
(
リ

ン
・
ヤ
ン
カ
ン
)
司
法

飯
院
院
長
を
表
敬
一
訪
問
し
て
、
村
側
の

康
熱
い
意
向
を
伝
え
る
と
、
流
ち
ょ
う

危
な
日
本
語
で
、
「
友
情
を
育
で
活
発

比
な
交
流
を
続
け
ま
し
ょ
う
。
」
と
、
心

刊
温
ま
る
支
援
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

閤港法十林

長
い
友
好
に

固
い
握
手

調
印
式
は
、
五
月
三
日
午
前
十
時

か
ら
鹿
谷
郷
の
郷
民
代
表
会
議
事
庁

(
日
本
の
議
場
)
で
行
な
わ
れ
ま
し

た。
鹿
谷
郷
側
か
ら
、
邸
政
義
(
キ
ュ

ウ
・
セ
イ
ギ
)
郷
長
を
委
員
長
と
す

ン

の
郷:

る
中
日
(
鹿
谷
郷
典
玉
川
村
)
結
盟

姉
妹
郷
促
進
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
二

十
一
人
が
出
席
さ
れ
、
さ
ら
に
要
職

の
任
に
あ
る
三
十
人
が
立
会
い
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、
邸
郷
長
と
村
長
が

そ
れ
ぞ
れ
の
提
携
証
書
に
サ
イ
ン
、

に
こ
や
か
に
面
い
握
手
を
交
わ
し
ま

し
た
D

さ
れ
た
感
動
か
ら
も
、
今
回
の
訪
華

を
通
し
で
、
今
後
の
交
流
に
は
大
変

意
義
あ
る
も
の
と
痛
感
し
ま
し
た
。

緑

i の
涼楽
園LT
つ頭

|

渓
頭
森
林
遊
薬
地
は
、
面
積
二
、
四

七
九
h
、
海
抜
一
、
一
五

O
m
の
地
点

に
あ
る
仙
境
地
で
、
森
林
浴
を
十
分
に

エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ハ
ネ
ム
ー
ン
の
名
所
と
し
て
近
年
日

本
人
の
観
光
客
が
増
え
て
い
ま
す
。

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
小
学
校

か
ら
英
会
話
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

国
際
人
の
育
成
に
余
念
が
な
く
、
教

育
内
容
の
充
実
さ
も
見
逃
せ
な
い
一

つ
で
す
。

人
口
密
度
を
見
て
も
、
鹿
谷
郷
と

本
村
は
大
変
似
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
に
学
ぶ
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

調
印
式
に
お
い
て
、
両
国
歌
が
斉
唱

小学校での歓迎の舞

謙
虚
な
態
度
で

交
流
推
進

現地の小学生と和やかに握手

調
印
後
、
両
村
代
表
者
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
、
本
村
代
表
の
村
長
が
、

「
お
互
い
謙
虚
な
態
度
で
、
文
化
農

村
建
設
の
た
め
更
に
知
恵
と
経
験
を

交
換
し
た
い
。
ま
た
こ
れ
を
機
と
し

て
、
両
村
の
友
好
関
係
が
永
遠
の
契

り
と
な
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
、

積
極
的
な
意
向
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
南
投
懸
呉
敦
義
(
ゴ
・
ト

ン
ギ
)
鯨
長
も
お
祝
い
に
臨
席
さ
れ

た
外
、
現
地
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
も
多

数
集
ま
り
ま
し
た
。
会
場
に
両
国
旗

は
じ
め
、
玉
川
村
旗
と
鹿
谷
郷
旗
が

掲
げ
ら
れ
る
な
ど
、
友
好
都
市
提
携

に
寄
せ
る
現
地
の
熱
烈
な
歓
迎
が
強

く
肌
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
c

頭渓

世
界
の
鳥
類

鳳
風
小
〈
ロ
鳥
園

台
湾
唯
一
の
鳳
嵐
谷
鳥
園
に
は
、

世
界
各
地
の
犬
小
鳥
類
三
五

O
種、

五
千
余
羽
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

敷
地
が
四
十
h
と
広
く
、
ふ
だ
ん

滅
多
に
見
ら
れ
な
い
珍
し
い
鳥
類
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

鹿谷郷と玉川村の比較

※人口-世帯数

7，505人

1，539戸

161.0人

… 1985年現在

162.8人

4，226声

※
広
報
た
ま
か
わ
二
・
四
月
号
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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東
京
玉
川
会
設
立
さ
れ
る

玉
川
村
の
発
展
に
協
力

東
京
近
郊
(
都
内
、
埼
玉
県
、
神

奈
川
県
、
千
葉
県
)
に
住
む
本
村
出

身
者
(
九
十
二
名
)
に
よ
る
「
東
京

玉
川
会
設
立
総
会
」
が
、
五
月
十
四

日
都
内
浅
草
の
「
豆

O
X
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

発
起
人
を
代
表
し
て
大
木
吉
孝
さ

ん
(
南
須
釜
出
身
)
が
、
「
私
た
ち

の
ふ
る
さ
と
玉
川
村
で
は
福
島
空
港

の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
大
変
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東
京
玉
川
会
の
今
後
の
運
営
に
あ

た
る
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
会
長

に
熊
田
藤
作
さ
ん
(
川
辺
出
身
)
、

副
会
長
に
は
大
木
吉
孝
さ
ん
と
真
野

自
力
男
さ
ん
(
南
須
釜
出
身
)
ら
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

役
員
を
代
表
し
て
熊
田
さ
ん
が
、

「
H

ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思

う
も
の
H

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
今
日

か
ら
は
近
く
の
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
皆
さ
ん
の
現
』
を
深
め
な
が
ら

村
の
発
展
に
少
し
で
も
役
に
立
ち
た

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
会

員
相
互
の
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
玉

川
村
の
発
展
に
協
力
し
ま
す
。
」
と

力
強
い
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
、
こ

れ
に
答
え
て
村
長
が
「
皆
さ
ん
と
村

と
の
交
流
の
場
が
で
き
て
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
玉
川

村
発
展
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
助

言
を
賜
り
た
い
。
」
と
お
祝
い
の
一
一
一
一
口

葉
を
述
べ
ま
し
た
口

藤

作

ん

い
と
思
い
ま
す
。
」
と
、
本
村
を
慕

っ
て
ま
ご
こ
ろ
込
も
る
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
福
島
県
東
京
事
務
所
長
か

ら
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
く
な

ど
花
を
添
え
ま
し
た
。

東
京
玉
川
会

⑮ 
役

典

会

長

副
会
長

熊
田
藤
作
(
保
谷
市
)

真
野
自
力
男
(
世
田
谷
区
)

大
木
吉
孝
(
台
東
区
)

宇
田
川
七
郎
(
江
戸
川
区
)

増

子

蕪

(

ク

)

奥
野
政
保
(
板
橋
区
)

猪
原
一
美
(
江
戸
川
区
)

大
竹
嘉
一
郎
(
八
王
子
市
)

真
野
目
武
雄
(
墨
田
毘
)

宗
形
誠
(
鳩
ケ
谷
市
)

車宇

事

ふるさとの味を会員に

会
計
監
査

顧

問

今

の

役員のみなさん(中央が熊臣氏)

本
会
は
、
年
会
費
が
個
人
二
千
円

法
人
一
万
円
以
上
を
も
っ
て
会
運
営

に
あ
た
り
、
会
員
名
簿
の
作
成
、
年

一
回
の
総
会
、
懇
談
会
を
開
催
し
、

会
員
に
広
報
た
ま
か
わ
を
毎
月
送
付

す
る
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
祝
賀
会
が
催
さ
れ

大
竹
嘉
一
郎
さ
ん
(
川
辺
出
身
)
の

。会
貝

小
林
喜
美
子
(
千
代
田
区
)
安
斎
常
雄

.
根
岸
キ
ヨ
シ
(
江
東
区
)
草
野
利
男

.
大
木
和
彦
・
小
原
春
男
(
豊
島
区
)

太
野
留
三
郎
(
北
区
)
斎
藤
文
枝
(
板

橋
区
)
小
針
弘
(
葛
飾
区
)
草
野
利

秋
・
草
野
ヨ
シ
子
・
篠
田
仁
二
(
足

立
区
)
小
原
秀
雄
・
小
原
タ
キ
子
・
小

沢
文
江
・
大
木
弘
(
川
口
市
)
宗
形

シ
ゲ
・
阿
部
茂
夫
(
鳩
ケ
谷
市
)
早
川

キ
イ
(
蕨
市
)
大
木
靖
邦
(
浦
和
市
)

関
根
留
蔵
(
深
谷
市
)
有
賀
隆
夫
(
三

郷
市
)
小
原
俊
男
(
朝
霞
市
)
増
子
秋

男
(
埼
玉
県
庄
和
町
)
車
田
文
三
・
佐

藤
ヨ
シ
子
(
品
川
区
)
阿
部
多
美
子
・

有
賀
敏
夫
・
小
針
次
男
・
真
野
自
明
男

.
真
野
白
金
三
郎
(
大
田
区
)
白
旗
安

晴
・
瀬
谷
一
也
(
世
田
谷
区
)
石
井
吉

一
二
(
渋
谷
区
)
金
内
京
子
・
円
谷
正
栄

・
石
井
セ
ツ
・
森
ミ
サ
子
・
塩
沢
美
代

子
・
平
沢
ミ
サ
子
・
増
子
清
利
・
吉
村

会
の
開
催

音
頭
で
乾
杯
、
設
立
を
祝
う
中
、
久

久
に
顔
を
合
わ
せ
た

H

幼
な
じ
み
H

の
成
長
に
驚
い
た
り
、
ふ
る
さ
と
の

話
に
花
を
咲
か
せ
る
な
ど
、
和
や
か

に
懇
談
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ゲ

ー
ム
に
よ
る
抽
せ
ん
を
行
い
、
ふ
る

さ
と
か
ら
の
景
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

t
u
 

勝
子
(
川
崎
市
)
犬
木
金
七
・
阿
部
フ
山
川

サ
子
(
横
浜
市
)
吉
村
悦
男
(
厚
木
市
)
帆
す

山
田
梅
代
・
我
妻
則
男
・
増
子
道
男
・
ゆ

須
釜
良
治
・
須
釜
清
信
・
瀬
尾
安
代

・
松
島
ト
シ
子
・
三
輪
和
夫
・
塩
沢

U

直
二
・
吉
村
吉
三
・
白
旗
敏
徳
・
草
ゆ

野
好
男
(
江
戸
川
区
)
大
木
俊
夫
・
須

釜
康
雄
(
千
葉
市
)
増
子
忠
道
・
矢
吹
刊

金
吉
(
市
川
市
)
榎
本
竹
雄
(
浦
安
市
)
引

吉
村
三
郎
(
野
田
市
)
小
原
忠
夫
(
君
ゆ

津
市
)
小
針
松
雄
・
山
口
嘉
勝
・
熊
田

タ
ケ
ヨ
(
杉
並
区
)
高
橋
由
子
・
吉
田
り

康
・
首
藤
辰
男
(
練
馬
区
)
溝
井
貞
久
村

(
コ
雇
市
)
田
中
な
み
子
(
調
布
市
)
ゆ

金
村
キ
ミ
子
(
小
平
市
)
小
林
英
子
は

(
国
分
寺
市
)
高
原
八
郎
(
清
瀬
市
)
溝
日

井
き
み
子
(
東
村
山
市
)
石
森
正
巳
・

rt

石
森
信
行
(
東
大
和
市
)
榊
枝
広
勝

(
町
田
市
)
石
森
七
郎
(
八
王
子
市
)
和

田
豊
彦
(
秋
川
市
)
馬
上
栄
子
(
青
梅
市
)

〈
法
人
〉
玉
川
村
泉
農
協
・
須
釜
農

協
・
玉
川
村
商
工
会
・
備
双
葉
産
業
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消
防
団
恒
例
の
春
季
検
閲
が
、
四

月
二
十
四
百
午
前
九
時
か
ら
桜
咲
く

泉
中
学
校
々
庭
に
お
い
て
、
国
員
と

婿
人
消
防
隊
二
百
二
十
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

厳
粛
な
開
始
の
一
言
葉
に
始
ま
り
、

通
常
点
検
、
士
気
あ
ふ
れ
る
勇
壮
な

分
列
行
進
。
そ
し
て
特
別
点
検
ほ
場

所
を
中
村
池
に
移
し
、
分
団
の

機
械
係
に
よ
る
機
敏
な
操
作
で
、
陽

春
の
空
に
向
け
て
一
斉
放
水
し
、
玉

川
村
消
防
団
の
士
気
健
在
ぶ
り
を
、

披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
消
防
庁
官
賞
の
伝
達
、

団
長
表
彰
並
び
に
感
謝
状
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

の
受

消
防
庁
宮
賀
状
(
伝
達
)

@
永
年
勤
続
功
労
賞

消

防

団

長

仁

井

田

・
退
職
報
償
(
銀
林
)

元

分

団

長

曲

山関
根

脅

表

彰

状

防
火
優
良
家
庭

川

辺

須

藤

小

針

佐
久
間

関

根

関

根

永

林
双

里

佐
久
間

湯

沢

~季
小蒜

高生

今中

岩

法ク

崎寺

(
敬
称
略
)

f呆勝正

高山

康

成

昌

迫
竹
治
郎

貞

徳
正

雄

日
日
光

義

重

英

雄

本
村
に
お
け
る
火
災
発
生
件
数
は

他
町
村
に
比
較
し
て
大
変
多
い
現
状

で
す
が
、
防
災
無
線
を
使
用
し
た
広

域
消
防
著
か
ら
の
火
災
周
知
か
ら
、

消
防
団
の
敏
速
な
消
火
活
動
に
よ
り

延
焼
を
く
い
止
め
損
害
が
僅
少
に
収

ま
っ
て
い
ま
す
。

「
そ
の
火
そ
の
時
す
ぐ
始
末
」

一
瞬
の
う
ち
に
焼
き
尽
す
恐
し
い
火

災
。
お
出
か
け
前
、
そ
し
て
お
休
み

前
に
は
必
ず
火
の
元
の
点
検
を
。

雄

大革関

吉

有

山

小

屋

石

四

辻

新

田

須

義

感

謝

状

@
退
職
分
団
長

川

辺

須

藤

蒜

生

佐

久

間

小

高

関

根

中

斎

藤

岩

法

寺

佐

久

間

竜

崎

上

野

南

須

釜

小

山

由

北

須

釜

榊

枝

吉

矢

吹

山

小

屋

石

森

四

辻

塩

田

4ン

南

須

釜

北

須

釜。

田森賀根野原木林

徳勝新政武覚英昌喜昭博昭繁熊和正

一博夫一一徳義雄

安
全
装
備
充
実

消
火
活
動
に
は
色
々
の
災
難
が
つ

き
も
の
で
す
が
、
特
に
頭
部
損
傷
が

心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
よ

り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
(
写
真
)
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

夫信夫一良雄美茂樹徳一

(千円)(62.4'"'"'63.3) 玉川村における火災発生状況

すぐ始末

※発火讃たき穴(3)ガスコンロ(2)たばこ(2)愚呂かまど(1)エンジン部分(1)

その時その火



問問

話
人
に
健
藤
優
良
児
表
彰

四
月
二
十
六
日
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
に
λ

布
い
て

昭
和
六
十
二
年
度
健
康
優
良
児
の
表

彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
昭

和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
六
十
二

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

百
十
一
人
で
す
。
ご
の
中
か
ら
特
に

心
身
と
も
に
発
育
が
良
好
な
一

人
が
選
ば
れ
ま
し
た
口

会
場
に
は
、
日
一
日
と
成
長
す
る

愛
阻
ん
に
温
か
い
お
母
さ
ん
の
手
が
握

ら
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
足
も
と
を
確

か
め
な
が
ら
入
り
ま
し
た
。

表
彰
は
、
二
十
五
人
の
赤
ち
ゃ
ん

。

受

賞

者

鈴
木
希
(
重
治
の
長
女
・
川
辺
)

大
和
田
梨
住
(
茂
の
長
女
・
川
辺
)

曲
山
貴
浩
(
吉
信
の
長
男
・
蒜
生
)

大
越
香
菜
恵
(
正
広
の
二
女
・
蒜
生
)

関
根
弘
憲
(
仁
一
の
二
男
・
小
高
)

矢
吹
康
(
洋
一
の
三
男
・
小
高
)

小
林
加
奈
(
留
雄
の
長
女
・
小
高
)

小
針
義
之
(
義
信
の
三
男
・
中
)

鈴
木
潤
(
今
朝
美
の
長
男
・
中
)

佐
久
間
三
兆
(
悦
男
の
長
男
・
岩
法
寺
)

藤
田
龍
(
英
生
の
長
男
・
岩
法
寺
)

仁
井
田
晃
(
光
夫
の
三
男
・
竜
崎
)

増
子
博
之
(
明
の
長
男
・
南
須
釜
)

大
越
あ
ゆ
み
(
正
利
の
長
女
・
南
須
釜
)

真
野
目
悠
太
(
孝
義
の
長
男
・
南
須
釜
)

が
お
母
さ
ん
に
ダ
ッ
コ
さ
れ
て
、
あ

ど
け
な
い
表
情
で
賞
状
と
記
念
品
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
助
産

婦
の
佐
久
間
ス
イ
さ
ん
か
ら
、
「
今

日
の
喜
び
を
、
帰
っ
た
ら
い
の
一
番

に
ご
両
親
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
は
皆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
塊
り

で
す
。
眠
ら
さ
ず
に
磨
く
の
が
、
お

母
さ
ん
の
務
め
で
す
J
と
、
今
後
の

育
児
の
た
め
に
激
励
の
言
葉
を
送
り

ま
し
た
。

表
彰
後
受
賞
者
を
代
表
し
て
宗
形

朔
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
(
節
子
さ
ん
)

が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
受
賞
者
一
同

感
激
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
凸

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
o

l

i

o

o

o

o

 

片
寄
恭
子
(
弘
勝
の
二
女
・
南
須
釜
)

宗
形
朔
(
武
将
の
長
男
・
南
須
釜
)

草
野
弘
樹
(
寵
幸
の
長
男
・
北
須
釜
)

関
根
香
織
(
雄
太
郎
の
長
女
・
北
須
釜
)

草
野
底
樹
(
荘
一
の
長
男
・
北
須
釜
)

鈴
木
沙
由
皇
(
尚
治
の
長
女
・
吉
)

大
和
田
新
(
保
幸
の
長
男
・
吉
)

石
森
陽
子
(
弘
徳
の
長
女
・
山
小
屋
)

関
根
吉
博
(
吉
巴
の
二
男
・
四
辻
新
田
)

塩
田
孝
典
(
真
一
の
長
男
・
四
辻
新
田
)

謝辞を述べる泉形さん

~ 
...x.. づ

針

坂

倉

曲

山
添

田

湯

沢

仁
井
田

戸

田

小
山
田

猪

原

宗

形
有

賀

12 
世

z皆、
貝

ト康政明友只武ヨ代英今義
シ車Z

雄美三光雄子治雄吉光メ

は
日

者
(
敬
称
略
)

成

(
川
辺
)

(

ク

)(
蒜
生
)

(
小
高
)

(
竜
崎
)

(

ク

)
(
南
須
釜
)

(

ク

)

(

ク

)(
北
須
釜
)

(

吉

)

(
山
新
田
)

健
康
優
良
究
表
彰
式
と
合
せ
て
、

昭
和
六
十
二
年
度
の
健
接
家
庭
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
昨
年
よ
り
五
世
帯

多
い
十
二
世
帯
(
前
記
の
方
々
)
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

国
保
加
入
世
帯
て
一
二

O
の
中

か
ら
家
族
二
人
以
上
は
一
年
間
、
一

人
の
場
合
は
二
年
間
医
師
の
診
察
を

受
け
ず
、
留
保
税
を
完
納
し
た
家
庭

に
送
ら
れ
ま
し
た
。

診
療
所
な
ど
の
す
し
詰
め
の
患
者

か
ら
し
で
も
、
今
日
の
健
康
に
対
す

る
意
識
は
高
く
、
そ
の
中
で
受
診
し

心
が
け

康
家
庭

ゆずりあいゆとりゆったりi
J
 

な
い
で
通
す
、
家
庭
の
健
康
管
理
の
く

む

ず

か

し

さ

が

伺

え

ま

す

。

つ

受
賞
者
を
代
表
し
て
竜
崎
の
湯
沢
妙

英
雄
さ
ん
が
、
「
健
康
は
、
日
頃
の
釦

心
が
け
。
」
と
、
自
ら
の
体
験
を
入
安

れ
て
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

竜崎の湯沢さん



ふ捻ま鍋3 11111111川

農
作
業
も
一
段
落
し
梅
雨
に
入
り

ま
す
と
、
ど
こ
と
な
く
身
体
の
痛
み

を
感
じ
る
時
節
で
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
も
の
。

特
に
成
人
病
は
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
大
切
で
す
。
「
め
ん
ど
う
く

さ
く
て
。
L

と
思
う
人
も
あ
り
ま
す

が
、
自
覚
症
状
も
な
く
病
気
が
進
む

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

年
に
一
度
の
総
合
検
診
で
す
か
ら

進
ん
で
受
診
さ
れ
、
明
る
い
人
生
を

築
き
ま
し
ょ
う
口

111111111 

)11辺公民館

加登屋商庖隣

程日芸会ロタ検A Eコ総

'" 

ムロ
の

検
べ雲会

D~ 

減
少
し
て
い
る
胃
が
ん

で
も
死
亡
率
は
第
一
位

一
般
診
査
は
受
診
者
が
多
い
の
に

胃
が
ん
検
診
に
な
る
と
、
全
体
的
に

受
診
率
が
低
い
現
状
で
す
。

一
家
の
中
堅
と
な
る
四
十
歳
以
上

の
方
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら

家
族
の
心
配
を
無
に
し
な
い
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
肺
が
ん
検
診
も
。

胃がん受診率(昭和62年度)

北須釜集荷所

山小屋・河平

小半弓・青井沢

今

'" 

日3

7 キ且

山小屋公民館

玉川村民体育館

就業改善センター

釜2頁

37 

128 35 

104 
玉川村民体育館

就業改善センター

今

'" 

32 

81 

20 

49 

17 

25 

23 

23 

36 

48 

54 

33 

65 

51 民館

玉川村民体育館

就業改善センター

辻

公民館

吹建材隣

四辻農業研修所

塩田商庖前

岩法寺公民館

公

勤労者体育館

竜崎

吉

矢

// 

// 

// 

今

// 

// 

山奇

寺

釜

中

5頁

i圭

生

児
童
手
当
の

現
況
届
出
は
%
ま
で
に

31 

児
童
手
当
は
、
十
八
歳
未
満
の
児

童
を
二
人
以
上
(
義
務
教
育
就
学
前

の
児
童
を
一
人
含
む
)
育
て
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
口

該
当
者
に
は
事
前
に
通
知
さ
れ
ま

す
の
で
、
期
日
ま
で
に
役
場
ま
た
は

支
所
で
現
況
屈
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
を
し
な
い
と
、
こ
の
次

か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
届
出
く
だ
さ
い
口

781人

腎
(
じ
ん
)
臓
で
作
ら
れ
た
尿
は

尿
管
を
通
っ
て
ぼ
う
こ
う
へ
と
運
ば

れ
、
や
が
て
排
せ
っ
さ
れ
ま
す
口
と

こ
ろ
が
、
こ
の
通
路
の
ど
こ
か
が
狭

ま
り
、
尿
が
流
れ
き
ら
ず
に
腎
臓
や

尿
管
に
た
ま
っ
て
し
ま
う
状
態
が
水

腎
症
で
す
。

子
供
の
場
合
は
、
腎
臓
と
尿
管
の

境
目
が
先
天
的
に
狭
ま
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
大
人
の
場

合
は
尿
路
結
石
が
原
因
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
口
そ
れ
も
結
石
で
一

度
非
常
な
痛
み
が
あ
っ
た
の
に
、
そ

の
後
痛
ま
な
く
な
っ
た
場
合
は
要
注

意
。
水
腎
症
に
な
っ
て
い
る
疑
い
が

身本
村
担
当
の
身
体
障
害
者
相
談
員

に
、
奥
野
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
度
(
四
月
か
ら
)

の
相
談
員
と
し
で
、
身
体
障
害
者
の

み
な
さ
ん
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

す。

口】の全安通{父

あ
り
ま
す
か
ら
よ
く
検
査
し
て
も
ら
一

う
こ
と
で
す
口

バ』レ

子
宮
や
卵
巣
、
直
腸
な
ど
を
手
術
ヅ

し
た
後
の
炎
症
に
よ
る
尿
管
の
狭
ば
:

り
な
ど
の
他
、
尿
管
や
周
囲
の
臓
器

の
し
ゅ
よ
う
な
ど
に
よ
っ
て
起
る
場

合
も
あ
り
ま
す
口
ま
た
、
妊
娠
中
も

小
賢
症
と
は
っ

毎月15日は

子
宮
の
圧
迫
や
ホ
ル
モ
ン
の
関
係
で

水
腎
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
口

水
腎
症
は
無
症
状
の
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
妊
娠
中
は
背
中
や
わ
き
腹

の
痛
み
を
訴
え
る
人
が
多
い
よ
う
で

す
。
妊
娠
に
よ
る
も
の
は
、
妊
娠
が

終
れ
ば
治
り
ま
す
が
、
他
の
場
合
は

放
置
し
て
お
く
の
は
危
険
で
す
口
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玉
川
村
も
福
島
空
港
の
建
設
や
郡

山
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
の
具
体

化
に
よ
り
未
来
に
向
か
っ
て
大
き
く

飛
躍
を
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

私
達
は
玉
川
村
の
二
十
一
世
紀
の
姿

を
想
定
し
て
、
農
業
、
工
業
、
商
業

が
三
位
一
体
と
な
っ
た
、
調
和
の
と

れ
た
村
守
つ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
り
ま
す
。

工
業
部
会
は
昭
和
五
十
九
年
九
月

村
活
性
化
の
原
動
力

村
内
に
定
着
し
た
企
業
の
概
況
を

舎
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
送
り
し
ま

す。
村
商
工
会
工
業
部
会
に
加
入
し
て

い
る
主
な
企
業
の
内
容
を
紹
介
し
て
、

就
職
を
精
望
す
る
皆
さ
ん
へ
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
。

」役ム

司目、、
E

十
八

I
V

玉
川
村
商
工
会
工
業
部
会

部
会
長
篠
原
一
三

(
東
京
精
工
総
取
締
役
社
長
)

に
発
足
し
、

社
、
従
業
員
千
三
百
人
が
村
内
企

業
で
働
い
て
お
り
ま
す
。
業
種
は
精

密
機
械
、
弱
電
、
縫
製
等
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
出
荷
額
も
村
内
総
生

産
額
の
六
O
%
に
あ
た
る
年
間
百
億

円
を
超
え
る
額
に
な
っ
て
わ
り
ま

す。
私
達
は
地
域
に
位
置
す
る
企
業
と

し
て
、
生
産
活
動
を
通
し
て
、
豊
か

な
暮
ら
し
と
地
域
の
活
性
化
に
い
く

ら
か
で
も
わ
役
に
立
ち
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
村
氏
皆

様
の
ご
協
力
、
ご
鞭
捲
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い

宅弘

>!>' 

戸瞳睡

指
~ 

業

を

て

18 

東
京
精
工
は
、
県
及
び
玉
川
村
の

誘
致
企
業
と
し
て
昭
和
四
十
九
年
九

月
に
、
現
在
の
川
辺
字
宮
ノ
前
地
内

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

誘
致
の
目
的
達
成
、
従
業
員
か
ら

親
し
ま
れ
る
企
業
、
そ
し
て
得
意
先

に
対
す
る
信
用
を
高
め
よ
う
と
、
一

貫
し
た
企
業
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
、
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
口

従
業
員
の

半
数
以
上
が
玉
川
村

設
立
当
時
七
十
名
だ
っ
た
従
業
員

も
現
在
で
は
二
百
五
十
名
ま
で
に
増

加
し
、
年
商
五
十
億
の
企
業
に
大
き

く
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昭

和
五
十
九
年
に
は
神
奈
川
県
大
和
市

に
営
業
所
を
開
設
し
、
京
浜
地
区
の

営
業
活
動
に
力
を
入
れ
る
な
ど
、
名

実
と
も
に
躍
進
し
て
い
ま
す
。

地
元
従
業
員
は
、
全
体
の
日
%
を

占
め
て
お
り
、
国
道
向
い
の
県
営
工

業
団
地
進
出
に
も
早
々
と
契
約
を
取

付
け
、
村
内
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
格
と

し
て
、
村
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま

水
ポ
ン
プ
の

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー

い
す
い
、
三
菱
、
日
産
な
ど
大
型

自
動
車
用
水
ポ
ン
プ
の
製
造
を
主
力

に
、
産
業
用
水
ポ
ン
プ
そ
し
て
油
ポ

ン
プ
と
創
業
以
来
ポ
ン
プ
の
専
門
メ

ー
カ
ー
と
し
て
、
満
足
の
い
た
だ
け

る
製
品
の
技
術
開
発
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。
特
に
、
大
型
車
用
水
ポ
ン
プ

に
つ
い
て
は
、
国
内
市
場
の
叩
%
を

占
め
て
い
ま
す
。

会社の概要
好
評
な

福
利
厚
生
事
業

口以の

好
評
の
納
涼
盆
踊
り
大
会
は
毎
蛤

年
、
従
業
員
、
家
族
を
は
じ
め
地
通

一
元
住
民
の
参
加
を
交
え
る
盛
大
な
行
守
〈

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
キ
ド

i
ツ
ア

i
、
海
水
浴
、
ソ
フ
ト
ボ

i

ハW
2
s
J
 

ル
大
会
な
ど
各
種
の
レ
ク
レ

i
シ

ョ

シ

ン
を
還
し
て
従
業
員
の
親
睦
を
は
い
)

め
、
地
域
と
密
着
し
た
企
業
運
営
に
一
一

努
め
て
い
ま
す
。

5日付毎
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明
治
一
一
一
十
三
年
に
わ
が
菌
最
初
の

近
代
的
な
水
道
が
給
水
を
始
め
て
か

ら
、
百
一
年
。
そ
の
後
水
道
は
急
速
に

普
及
し
、
今
日
で
は
九
一
ニ
・
六
%
と
、

め
ざ
ま
し
い
発
震
を
と
げ
ま
し
た
。

水
道
は
、
わ
た
く
し
た
ち
の
健
壊
で

文
化
的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
、
か

け
が
え
の
な
い
施
設
で
す
。
い
つ
も

き
れ
い
な
水
が
出
る
水
道
の
便
利
さ

に
な
れ
て
い
る
昨
今
、
水
は
、
限
り

あ
る
翼
重
な
資
源
で
あ
る
こ
と
を
理

解
さ
れ
、
身
近
な
節
水
を
心
が
け
た

い
も
の
で
す
。

潤
い
与
え
る
水
に

感
謝
を
こ
め
て

本
村
の
水
道
は
、
昭
和
四
十
九
年

四
月
に
給
水
が
開
始
さ
れ
、
現
在
、

一
、
ニ
ニ
八
一
戸
に
給
水
さ
れ
て
い
ま

す。
で
も
、
十
五
年
を
連
加
え
た
今
臼
で

は
、
特
に
夏
場
の
使
用
量
が
、
一
日

最
大
給
水
費
一
(
一
、
二
八
o
d
)
を

超
え
る
一
、
三
二
五
ぱ
を
記
録
す
る

な
ど
、
給
水
が
追
什
か
な
い
状
況
で

す。
こ
の
深
刻
化
す
る
水
問
題
は
、
本

村
に
限
ら
ず
広
域
的
な
課
題
と
し
て

新
し
い
水
源
地
の
確
保
の
た
め
、
阜

く
か
ら
謂
査
や
検
討
を
重
ね
て
い
ま

も

す。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
使
用
者

の
み
な
さ
ん
一
人
一
人
が
水
へ
の
感

謝
を
込
め
て
、
節
水
に
協
力
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

舎
一
流
し
放
し
は
禁
物
ノ

コ
ッ
プ
三
杯
で
済
む
歯
み
が
き
。

洗
た
く
は
、
工
夫
す
れ
ば
一
回
百
リ

ッ
ト
ル
あ
れ
ば
十
分
で
す
が
、
流
し

っ
放
し
は
二
倍
を
超
え
る
無
駄
に
な

り
ま
す
。

舎
一
お
風
呂
の
残
り
湯
は

上
手
に
リ
サ
イ
ク
ル

適
度
に
温
め
ら
れ
た
台
風
呂
の
残

り
湯
は
、
洗
た
く
や
清
掃
な
ど
に
有

効
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
口

6
月
4
日
i
叩
日
は

低所得世帯や身体欝害者世帯{こ対し、低利て長期に黄付ける

「世帯更生資金J の貸付制度があります。

自立更生をはかる上て、資金が必要な場合(他から融資の方

法がない方)は、各民生委員か村社会福祉協議会{こご相談くだ

さい。

貸付の条件(主なもの)

国
@
由
昌
呂
田
で
す

むし歯の治療は早めに

右
の
表
は
、
昭
和
臼

年
度
3
歳
児
健
診
の
む

し
歯
状
況
で
す
。
η
%

の
入
、
つ
ま
り
犯
人
の
う
ち
7
人
は
、

3
歳
の
時
点
で
す
で
に
、
む
し
歯
に

か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

身体障害者生業経費

。

(昭幸063年4月1日現主)

f主宅経費

費一寮一
ムロ一
、、J
1
-

病一
疾
一・一
出
回

鍔
一
室
間

i
:
〈
〈

4
F
-
H
J
 

。，

今

;" 

36万円

100万円

月号千円

~35千円

ま
た
、
む
し
詣
を
治
療
し
て
い

な
い
人
は

ω人
で
、
む
し
歯
を
も

っ
て
い
る
人
の
η
%
に
あ
た
り
ま

す
。
乳
歯
は
H

ど
う
せ
は
え
変
わ

る
の
だ
か
ら
:
J
と
安
易
に
考
え

が
ち
で
す
が
、
む
し
歯
を
放
置
し

て
お
く
と
、
そ
の
後
の
歯
並
び
な

ど
に
、
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い
。
そ
し

て
も
し
で
き
て
し
ま
っ
た
ら
、
す

ぐ
治
療
を
し
、
発
育
盛
り
の
お
子

さ
ん
の
歯
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ

〉
寸
ノ
。

就学経費(高校以上)

その時

無利子10年以内

すぐ始末その火
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気
軽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

い
汗
か
.幽同趣司・

ι回国

、つげパ

~2(日)は

体
力
の
向
上
と
相
互
の
親
睦
を
深

め
健
康
増
進
を
め
ざ
し
た
村
民
球
技

大
会
は
、
回
を
重
ね
る
た
び
に
充
実

さ
を
増
し
好
評
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
四
十
歳
以
上
、

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
三
十
歳
以

上
で
働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
、
わ
母

さ
ん
の
球
技
大
会
で
す
。
す
っ
か
り

定
着
し
た
身
近
な
ス
ポ
ー

ツ
大
会
と

し
て
、
白
熱
し
た
好
プ
レ
ー
が
期
待

さ
れ
ま
す
D

の
び
の
び
プ
レ

l
、
元
気
な
声
で

い
い
汗
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
場
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
、
村
民

グ
ラ
ン
ド
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
は
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。
時
間
は
、
午
前
八
時
か
ら
。

※
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
、
共
に
、

六
月
十
九
日
(
日
)
に
延
期
と
な
り
ま

す。

すで

長
生
き
し
て
よ
か
っ
た

笑
顔
で
勉
強

幾
多
の
困
難
な
時
代
を
生
き
抜
い

て
き
た
皆
さ
ん
も
、
生
活
に
ゆ
と
り

を
感
じ
る
こ
の
頃
、
余
暇
の
使
い
方

に
途
方
に
暮
れ
る
お
年
寄
の
方
も
多

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

昔
、
思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た

勉
強
や
新
し
い
知
識
を
体
験
し
て
も

ら
う
た
め
、
今
年
度
も
高
齢
者
教
室

が
開
講
し
ま
し
た
。

成
長
す
る
郷
土
を
見
守
る
た
め
に

も
、
豊
富
な
講
師
、
助
言
者
に
よ
り

一
屑
を
凝
ら
ず
に
楽
し
く
学
べ
る
よ
う

に
配
慮
し
、
皆
さ
ん
の
心
の
糧
と
な

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

魅
力
誘
う

海
外
へ
の
夢

五
月
九
日
第
一
回
の
青
年
教
室
は

『
君
も
若
人
の
翼
へ
』
と
題
し
て
、

増
子
さ
ん
と
白
旗
さ
ん
か
ら
、
昨
年

の
研
修
の
ス
ラ
イ
ド
を
通
し
て
の
体

験
を
視
聴
し
ま
し
た
。

国
際
交
流
の
関
心
も
高
く
、
受
講

生
の
皆
さ
ん
も
真
剣
な
自
つ
き
で
、

異
国
の
中
国
そ
し
て
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
の
体
験
談
に
胸
躍
ら
し
て
い
ま
し

た。高齢者教室学習内容

村社会教育指導員小林豊司

石川町僧侶 長谷川慶信講義

昭和63年度

受
講
生
の
皆
さ
ん
に
ど
こ
の
国
へ

行
き
た
い
か
と
尋
ね
る
と
、
迷
わ
ず

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ソ
連
、
フ
ラ

ン
ス
、
中
園
、
ア
メ
リ
カ
、
東
南
ア

ジ
ア
、
南
ア
メ
リ
カ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、

セ
イ
ロ
ン
、
ス
イ
ス
、
チ
ベ
ッ
ト
な

ど
、
海
外
に
魅
せ
ら
れ
る
関
心
の
高

さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

すぐ始末

/J、林信夫

その時

実技

その火

令子

スポーツ民謡玉川支部長

佐藤ハルイ

子芳

子代木原高
員会人

高
詩代現

小

永林美代子

村役場住民課

佐藤

オミ
ホ木

須賀川市

元村保健婦

村保健婦

棚倉町

義
疑
一
学
修
一
義
技
一
義
技
一
義
技

講
質
一
見
研
一
講
実
一
講
質
一
講
実

実技



111111111111111111111111111111111111111111111111111111川111111111111111111川111山111削山川IlI!h-{“ 111111111111111 
~-・~. • 

年
金
権
を
守
る
の
は

あ

な

た

自

身

で

す

農
業
や
自
営
業
者
な
ど
国
民
年
金

の
第
一
号
被
保
険
者
は
、
個
々
に
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
り
、

納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
の
で
は
、
万
一

の
と
き
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
老
齢
基
礎
年

ふ龍ま綱審

金
も
保
険
料
納
付
済
期
間
が
不
足
し

た
場
合
に
受
給
で
き
な
く
な
り
、
老

後
の
生
活
の
支
え
を
失
う
こ
と
に
な

り
ま
す
口

年
金
の
受
給
権
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
あ
な
た
自
身
が
保
険
料
を

き
ち
ん
と
納
め
る
こ
と
で
す
口

納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
は

免

除

の

手

続

き

を

失
業
し
た
り
長
期
療
養
な
ど
の
理

由
で
、
世
帯
全
体
の
所
得
が
著
し
く

減
少
し
、
保
険
料
を
納
め
る
努
力
を

し
て
も
納
付
が
困
難
な
人
で
、
二
疋

1川

お
手
伝
を
通
し
て

達

成

体

験

を

世
界
の
中
で
、
日
本
の
子
供
は
一

番
動
か
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
口
こ
の

こ
と
は
家
の
外
で
花
や
雑
貨
を
売
る

と
か
、
観
光
客
に
み
や
げ
物
を
売
る

と
い
う
よ
う
な
家
計
を
助
け
る
た

め
の
労
働
を
し
な
い
、
と
い
う
意
味

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
の
手
伝
い
を

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

便
利
な
家
庭
生
活
用
品
が
普
及
し

電
化
が
進
ん
だ
た
め
に
、
お
ふ
ろ
を

令官

③ 

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

俊

た
く
、
燃
料
を
拾
い
集
め
る
、
調
理

を
手
伝
う
と
い
う
仕
事
が
な
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
子
供
に
手
伝
っ
て
も

ら
う
と
、
後
始
末
が
犬
変
だ
と
か
、

手
伝
う
暇
が
あ
っ
た
ら
そ
の
時
間
勉

強
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
親
も
い
ま

す。
し
か
し
達
成
感
を
体
験
し
て
自
信

を
つ
け
る
た
め
に
も
、
家
族
の
た
め

に
自
分
も
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う

の
基
、
準
に
該
当
す
る
場
合
は
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
を
希
望
さ
れ
る
と

き
は
、
早
目
に
役
場
ま
た
は
須
釜
支

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
免
除
に
該
当
し
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
保
険
料

を
納
付
し
た
期
間
と
比
べ
て
三
分
の

一
の
額
と
な
り
ま
す
。

連
帯
感
を
も
つ
た
め
に
も
、
ま
た
、

人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
す
る
喜
び

を
覚
え
る
た
め
に
も
手
伝
い
は
必
要

で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

親
が
自
分
で
や
る
の
が
面
倒
な
こ

と
を
子
供
に
や
ら
せ
る
手
伝
い
も
あ

り
ま
す
。
ご
み
を
捨
て
る
、
新
聞
を

取
り
に
行
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

す
。
無
意
味
な
こ
と
で
は
決
し
て
あ

り
、
ま
せ
ん
が
、
も
う
少
し
工
夫
と
配

慮
を
し
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

達
成
感
と
い
う
の
は
「
で
き
た
L

と
い
う
喜
び
で
す
。
こ
れ
が
得
ら
れ

る
の
は
、
容
易
に
造
作
な
く
で
き
る

こ
と
を
や
り
終
え
た
と
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
着
手
す
る
前
に
多
少
の
不

安
や
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
り
、
や
っ

て
い
る
途
中
で
努
力
や
緊
張
が
あ
っ

だ
よ
り

国
税
庁
で
は
、

高
校
生
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
『
税
に

関
す
る
作
文
』
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

@
テ
!
マ

税
に
つ
い
て
、

日
ご
ろ
考
え
て
い

る
こ
と
や
意
見
な

ど
何
で
も
結
構
で

す。

た
場
合
で
す
。

そ
の
子
供
の
年
齢
か
ら
考
え
て
少

し
難
し
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
そ
の

子
供
に
と
っ
て
初
め
て
の
こ
と
を
苦

労
し
て
遂
行
し
た
場
合
で
す
。

年
齢
に
よ
っ
て
違
う
の
で
具
体
的

に
そ
の
内
容
を
示
す
の
は
困
難
で
す

が
近
所
の
庖
に
買
い
物
に
い
く
、
列

車
の
指
定
券
を
駅
で
買
う
、
公
立
の

図
書
館
に
行
っ
て
本
を
借
り
る
、
e

電

話
で
家
族
旅
行
の
た
め
に
ホ
テ
ル
の

予
約
申
し
込
み
を
す
る
、
な
ど
い
ろ

い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
D

励
ま
し
て
や

ら
せ
、
う
ま
く
で
き
た
と
き
に
褒
め
、

子
供
の
心
に
成
長
感
を
自
覚
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

あ
る
町
角
の
風
景
で
す
D

ポ
ス
ト

の
前
で
、
は
が
き
を
持
っ
た
四
つ
く

@
応
募
数
一
人
一
編
、
三
千
字
以

内

@
締
切
九
月
五
日
(
月
)
ま
で

最
寄
り
の
税
務
署
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
さ
れ
た
作
品
の
う
ち
優
秀
な

も
の
に
は
、
国
税
庁
官
賞
や
仙
台
国

税
局
長
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
す
。

ら
い
の
子
供
が
つ
ま
先
で
立
ち
、
手

を
伸
ば
せ
る
だ
け
伸
ば
し
て
投
か
ん

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ば
で
母

親
が
じ
っ
と
見
守
っ
て
い
ま
す
。
や

っ
と
届
い
て
は
が
き
が
入
り
、
子
供

は
母
親
を
見
て
に
っ
こ
り
と
笑
い
ま

し
た
D

達
成
体
験
と
い
う
の
は
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
い
う
の
で
す
。

ゆすりあいゆとりゆったり安全はゆっくり
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6
月
河
巳
発
売

暑
中
見
舞
ハ
ガ
キ

む
虚血草

今
年
の
夏
も
、
か
も
め

i
る
で
涼

し
さ
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

絵
柄
は
、
「
南
風
」
「
あ
さ
が
わ
」

「
ほ
た
る
」
無
地
の
四
種
類
で
す
。

(
川
辺
・
須
釜
郵
便
局
)

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

河
川
の

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

ふ
る
さ
と
の
美
し
い
川
を
守
る
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
は
、
七
月
三
日

(
自
)
県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
口

実
施
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は

各
区
長
さ
ん
を
通
し
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
D

す
う
ま
と
い
で
ざ
め
ご
お
t

生誕お

り
、
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
D

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

戸
い

(ヰ丹窟出分)

出生児氏名 保護者名

大槻真子大槻 亮

大槻勇人 ク

熊田健人熊田好一

増子稔康増子 明

円谷絵美円谷兼一

瀬谷裕弥瀬谷武寿

関根拓也関根 勲

区
辺

釜

釜

明

。

須

。

須

卦

南

北

田

イ〉

地

] 11 

@
中
の
小
林
和
己
さ
ん
か
ら
一

万

円

@
須
賀
川
市
一
ノ
関
吉
田
一
作
さ
ん

か

ら

十

万

円

@
南
須
釜
の
大
越
サ
タ
さ
ん
か
ら

(

第

五

回

目

)

一

万

円

@
小
高
の
車
田
勝
一
さ
ん
か
ら

二

万

円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

おくやみ
申し上げます村のようす

(63年5月1白現在)

(4月届出分)

死亡者氏名年令世帯主名

須藤金重 58 ハナヨ

小林富雄 69 和巳

関根キミ 74 正

森サク 73 和元

地区

]11 辺

中

北須釜
τと

4盛麗襲包
囲 1，570戸(十 9) 

君事
2 
g 

7，567人(0 ) 

3，739人(す75) 

3，828人

在
宅
福
祉
の

パ
ワ
i
ア
ッ
プ
ノ

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に
役

立
て
よ
う
と
、
こ
の
た
び
軽
ト
ラ
ッ
ク

(
写
真
)
一
台
を
購
入
い
た
し
ま
し
た
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
推
進
地

区
の
指
定
(
今
年
度
か
ら
三
年
間
)

を
受
け
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ

ン
テ
ア
活
動
の
手
足
と
な
っ
て
村
内

を
走
り
廻
り
ま
す
。




